














































あおぞら共和国の環境への取組み あおぞら共和国のアクセスと利用方法

　「あおぞら共和国」を利用できる方は、①難病や障がいのある子どもとその家族 ②その関係者や支援者 ③難
病ネット会員(正会員・賛助会員・購読会員)です。予約は原則として先着順で決定し、利用希望開始日が属する
月の3ヵ月前の1日10:00から、宿泊希望日の前々日(前々日が土日・祝日の場合は直近の営業日)の17:00まで
の受付です。メールかFAXでのお申し込みになります。新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、申し込み方法
の変更や注意事項についても詳しくは、難病ネットのホームページをご覧ください。 
https://www.nanbyonet.or.jp/infomation/kyouwakoku.html   

　“あおぞら共和国”の環境ポリシーには、「自然エネルギーを自律的に利用して外部からの化石燃料エネ
ルギーをなるべく使わない」と「白州の昔からの自然、生態系を大切にしそれらを保存し有効活用する」の2つ
があります。1つ目、宿泊棟や交流棟の屋根の上に太陽光パネルを設置し、作った電気をためるために蓄電
池を設置し日中にためた電気で夜の電気を賄っています。また、停電になったとしても7日間は太陽光発電の
電気で過ごすことができます。ロッジ1号棟、2号棟そして浴室棟の屋根には、太陽熱温水器を設置しており
洗い物やお風呂のお湯張りなどに太陽熱で温められたお湯を利用し、無くなったらガスで沸かす仕組みです。
“あおぞら共和国”では現在約6.2トンのCo2（2Lペットボトル150万本）を削減しております。北杜市は晴天
率が高いことを利用しています。2つ目は、土地のDNA＝この土地から土を出さない、他の土地から土を持
ち込まない、雑草の種も、モグラもそのまま、伐採した樹木は建築資材として活用し、根や枝の部分はチップ
で利用しています。あおぞら共和国にはモグラや野ウサギ、キジが生息し、共存しています。

"あおぞら共和国"の所在地 
〒408-0136山梨県北杜市白州町鳥原2913-134
電車でお越しの方:JR中央本線「小淵沢駅」よりタクシーで約10分
自動車でお越しの方:中央自動車道「小淵沢IC」より車で約15分  
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あおぞら共和国の費用

　あおぞら共和国では、開発、建設、維持にかかる費用は、皆様のご寄付によるものです。左ページのように、
太陽光電池パネルと太陽熱温水器など、それぞれの建物は、39・40ページの記載のごとく大口の団体様よ
りのご寄付により建てられましたが、運営維持には、皆様の小さなご寄付の積み重ねが基本になっています。
建物の管理、維持、メンテナンス、掃除、布団などのクリーニングやトイレットペーパーなどの消耗品など皆
様のご寄付で賄われています。1000円以上カンパした方にTシャツをお渡ししたり、デッキの板材2000円
と柱材8000円のご寄附で、メッセージおよびサインを“あおぞら共和国”に残せるイベントも行いました。
施設を利用した方々も、一度もご利用になっていない遠方の方も日本全国からご寄付が届いています。
　ご寄付の受付については末ページをごらんください。

　公益社団法人24時間テレビチャリティー委員会様より、2014年5月～2019年4月の間で太陽光発電、
蓄電池設備、太陽熱温水器、じゃぶじゃぶ池、貯水槽、省エネ換気装置設置の支援をいただきました。また、
日本郵便株式会社より、2020年度日本郵便年賀寄附金配分事業機器購入で、5号棟の太陽光発電と蓄電
池設置の支援をいただきました。
　最新技術と伝統的手段の活用により環境に優しい施設を目指しており、SDGｓの重要項目である地球温
暖化防止や豊かな土地づくりへ貢献したいものです。

モグラが土も育ててくれます。 キジはかなりの頻度でおとずれます。 樹木のチップは敷地全体の基礎になっています。

蓄電池 2号棟の太陽光発電パネル 5号棟蓄電池

5号棟の太陽光発電パネル 1号棟の太陽光発電&蓄電池及び太陽熱温水器の贈呈式
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　筆者が、大学卒業して勤務した滝之川学園（国立市）は、石井亮一による創設で理事長は渋沢栄

一であった。この施設は本邦で最初に創設されたものだ。このような先達者の先駆的で開拓的な

実践は、ボランタリーで寄付文化を背景とした障碍児運動の原点だった。私はさらに、インドのカ

ルカッタでミッション・オブ・チャリティ協会を訪問してマザーテレサにも会うことができた。マザー

が『貧しいことは美しい』と語っていたことは忘れがたい。しかも、マザーは公的な資金は、愛がな

いと助成を受けなかったという。ノーベル平和賞の賞金も貧しい人々の救済資金としたことは良く

知られている。

　あおぞら共和国のレスパイトケア事業は寄付という浄財で建設されていて、糸賀氏が指摘した

‘この子らを世の光に’という言葉を具現化する活動だ。税金を湯水のように使う障碍者・高齢者の

福祉施設経営者も散見され、サラリーマン化している社会福祉施設関係者が学ぶ思想があおぞら

共和国の取り組みにはある。難病の子供たちの想いを地域に拡散して啓発する担い手として筆者

も参画するつもりだ。
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　渡邉洋一さんは社会学者であり、しかも青年時代から障害のあるこども達に関わっています。インドへ行き、
マザーテレサに会い、“死を待つ人々の家”でボランティアをしています。偶然とはいえ、渡邉さんがあおぞら共
和国のさらに奥の森の中に山荘を手に入れて老後の活動拠点とした事は運命的なものを感じます。野鳥の会
の会員である渡邉さんに、あおぞら共和国の周辺のバードウォッチングツアーをお願いしたいものです。山男
だった私は、見える限りの山々の説明も一緒にしたいと願っています。せめて近くの日向山への案内くらいは！本
書に散りばめられている美しい小鳥達の写真は全て渡邉さんが白州周辺で撮り貯めてきたものです。これらの
可愛らしい鳥達がこども達の目覚めにさえずってくれるのです。本書に寄せていただいた文章をご紹介します。

あおぞら共和国応援団ー渡邉洋一

　筆者が大学退官後の活動の場として白州町白須地区に山小屋を中古で購入して10年となった。

この小屋に行くための道路は、国道から奥の薮内美術館（動物の絵展示）の前を南アルプス側へ

入っていくこととなる。この白須地区は、文筆家白州正子・次郎の一族の故郷とされている。白州正

子著『かくれ里』が有名だ。この白州一族の地である白州エリアは、行楽地の八ヶ岳や清里に比べ

て、目立たないが静かな隠れ里山であり、標高700メートルから800メートルにある自然豊かな中

山間地域だ。

　この白州エリアに「あおぞら共和国」が建設されたことに意味がありそうだ。あおぞら共和国は

八ヶ岳と釜無川を前景にしていて、背景には南アルプスの山々が迫ってくる。国道20号線を韮崎へ

向かうと富士山が遥か彼方に夢のように美しく裾を引いている。この地で栽培されている高地米や

野菜は、気候温暖化の影響が少ない高地農業のために、朝昼の温度差も幸いして、美味しいことで

も有名だ。南アルプスを水源とする水利用によってサントリー（株）が工場を早くから建築したよう

に鮮烈でうまい水だ。この水をあおぞら共和国では井戸でくみ上げて使用している。しかも、動植

物も豊かで、神宮川に沿った森林には、野鳥が多いことで知られている。地名としても「鳥原」と言

われているくらい野鳥の種類が多い。近年、絶滅が危惧されている美しいサンショウクイやサンコ

ウチョウも、5月には東南アジアから繁殖のために営巣する。もちろん、オオルリ・キビタキ・クロツ

グミ・コルリなど枚挙にいとまない。この小鳥を狙う猛禽類も、大型のクマタカ・オオタカ・ハイタカ・

チョウゲンボウ・ハヤブサなど営巣している。あわせて、早朝のあおぞら共和国の周辺には、鹿・猿

も多く、ツキノワグマも姿を現すことがあるので注意が必要だ。

駅の周りにも、日本酒の七賢の工場やワイナリー工場で試飲も可能だ。さらに、甲府市で起業され

た洋菓子店のシャトレーゼの工場があり、店舗は全国展開している。このような本物の味は、豊富

な南アルプスの水が基本だ。あおぞら共和国での水で入れるコーヒーの味は格別だ。もちろん、ア

ルコールの水割りも一味異なるという。

　筆者は、学生時代に、故・糸賀一雄氏と出会い、池田太郎氏や、びわこ学園の岡崎英彦園長（医師）

とも交流を経験している。岡崎英彦医師は、昭和21年から糸賀一雄の創設した近江学園に園医と

して参加し、昭和38年に西日本で最初の重症心身障害児施設「びわこ学園」の設立と同時に園長と

なり、続いて第二びわこ学園を開設し、その園長にも就任した。さらに社会福祉法人びわこ学園の

理事長となっている。この法人の事務局長を務めた故・藤村哲氏は、その後は千葉県の淑徳大学教

授となっている。筆者は、藤村哲教授の後任として淑徳大学で教鞭をとることができた。ここにも、

糸賀一雄氏の福祉哲学の下で活躍した歴史の縁が垣間見える。

　学生時代に、東京の秋津療育園の草野熊吉園長とも出会うこともできた。この秋津療育園は、昭

和33年に、創設者の草野熊吉が重症心身障害児のために、児童福祉法、医療法、教育基本法など

法的・予算的裏付けがない時期に、障害児(者)を保護するために21床から開設した。なお、草野氏

は戦前に草津でらい病患者の支援をしていたことも有名だ。

　あおぞら共和国の近所には、野菜や果物の店「夢」がある。ここの野菜は、鳥原地域の畑で無農

薬により栽培していて、エグ味が少なく柔らかく安全な食品だ。果物は甲府エリアの桃・ブドウ・柿

など契約農家から仕入れた逸品だ。鳥原の畑エリアには、無農薬栽培をする人が多く、白州ファー

ムなど新しい農業を模索している人たちもいる。そこに隣接する蕎麦店も地元の婦人会が担当し

ている手打ち麺だ。また、釜無川への道路には手づくりソーセージ・ハムの店がある。白州の道の

オオタカの子育て ふくろう

サンショウクイルリビタキ

ハヤブサ オシドリのペア

オオルリ
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